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オンライン授業の成果と課題に係るアンケート調査について 

 

令 和 ３ 年 ６ 月 2 4 日   

高 校 教 育 指 導 課  

学 校 教 育 情 報 化 推 進 課  

 

１ 調査概要 

(1) 調査目的 新型コロナウイルス感染防止集中対策期間中におけるオンライン授業の取組

を検証し，各学校の学習活動に生かしていく。 

(2) 対 象 者 県立中・高等学校 82 校 

(3) 調査項目 オンライン授業の配信・受信，実施状況，成果と課題について 

(4) 調査期間 ６月１日(火)～７日(月) 

(5) 回 答 数 82 校 

 

２ 調査結果 

(1) 感染防止集中対策期間を通じてオンライン授業を配信できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)一部問題があった学校の原因・理由は何か。 

 

 

 

 

 

  【その他自由記述回答】 

・概ね配信できたが，生徒のスマートフォンの不具合など個別案件として対応することがあった。 

・事前テストは実施したが，生徒が操作に慣れていなかったため，授業開始に時間がかかった。 
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資料番号 ３ 

 

18校（64.3％）

9校（32.1％）

5校（17.9％）

0校（0％）

0校（0％）

通信回線が不安定であった

教員がビデオ会議システムの活用に慣れていなかった

モバイルルータが通信容量の上限に達してしまった

コンピュータ等の機器が足りなかった

モバイルルータ等の通信機器が足りなかった
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 (3) オンライン授業を実施した際の音声はどうだったか。（通信によるトラブルを除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) オンライン授業を実施した際の映像はどうだったか。（通信によるトラブルを除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)家庭にいる生徒の健康観察をオンラインを活用して行ったか。 
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(6) 家庭学習の課題の配信をオンラインを活用して行ったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 今回のオンライン授業の取組の成果として考えられることは何か。（教員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他自由記述回答】 

・オンライン授業をするのだという意識がついた。 

・タブレット２台を使用し，１台は授業の様子，もう１台は教材を上面から写すなど，生徒に理解し

やすい環境を整えることができた。 

 

  

67校（81.7％）

67校（81.7％）

64校（78.0％）

58校（70.7％）

56校（68.3％）

4校（4.9％）

家庭にいる生徒への学習支援ができた

教員のデジタル活用スキルが高まった

ほぼ全ての教員がオンライン授業を経験できた

家庭にいる生徒とコミュニケーションをとることができた

教員がデジタル機器を活用しようとする意欲が高まった

オンライン授業により軽減した教員の業務がある

はい

93%

いいえ

7%



－4－ 

(8) 今回のオンライン授業の取組で課題と感じたことは何か。（教員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他自由記述回答】 

・生徒のスマートフォンの不具合など個別案件に追われることが多かった。 

・ほとんどの教員が決められた手順通りにオンライン授業を進めることは可能であったが，何か不具

合があった場合，対応に困る教員が何人かいた。  

・通常の授業をしながら自宅待機等の生徒へも配信した場合，授業の進め方や展開の難しさがあった。 

・それぞれの通信速度に差があり，実技科目（音楽）で音がずれて指導が困難な部分があった。 

 

 

(9) 今回のオンライン授業の取組の成果として考えられることは何か。（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57校（69.5％）

55校（67.1％）

38校（46.3％）

28校（34.1％）

13校（15.9％）

オンライン授業のための教材研究，準備等で教員の負担が増加した

家庭の通信環境等が整わない生徒へ対応する必要があった

教員のデジタル活用スキルが不足していた

授業進度が遅くなった

生徒との同時双方向でのやりとりがうまく進まなかった

68校（82.9％）

53校（64.6％）

45校（54.9％）

42校（51.2％）

17校（20.7％）

登校しない日においても学習習慣を維持することができた

生徒のデジタル機器を活用するスキルが高まった

不登校傾向の生徒も授業に参加することができた

家庭においても登校した時と同様の授業を受けることができた

生徒が能動的に授業に参加するようになった



－5－ 

(10) 今回のオンライン授業の取組で課題と感じたことは何か。（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他自由記述回答】 

・入学してまもない 1年生なので，毎日登校させたかった。 

・一部の生徒に，目的外の使用（授業とは関係のないサイトを閲覧等）が見受けられた。 

・生徒が１日中画面を見ることは，大変だった。中には，体調不良を起こした生徒がおり，翌日丁寧

なフォローが欠かせなかった。 

   

 

(11) 6 月 2 日現在，感染等の心配があるなどの事情によりオンライン授業を希望する生徒がい

るか。 

 

 

 

 

 

 

56校（68.3％）

48校（58.5％）

28校（34.1％）

27校（32.9％）

7校（8.5％）

家庭の通信環境が整っていなかった

スマホで受けたため，画面が小さく，見にくかった

家庭では集中して学習できなかった

自宅にパソコンやタブレット等の端末がなかった

先生とやり取りすることができなかった

はい

41%
いいえ

59%

対面授業と比較し，生徒からの発信に気づきにくい 


